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表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者（地域内フィーダー系統） 令和2年度

起点 経由地 終点
運行態様の
別

基準ロで
該当する
要件

接続する補助対象
地域間幹線系統等
との接続確保策

基準ニで該
当する要件
（別表７のみ）

津市

津市

津市

津市

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７及び別表９）

市区町村 運行予定者名
運行系統名
（申請番号）

計画
運行
回数

計画
運行
日数

系統
キロ程

運行系統
再
編
特
例
措
置

三重中央
医療セン
ター

久居総
合支所
前

往　　　ｋｍ

(5)
久居地域
桃園ルート(5)

(6)

(7)

(8)

津市

(1)

安濃地域
明合ルート(13)

芸濃地域
芸濃循環河内ルート

(12)

芸濃地域
芸濃循環雲林院ルー

ト(11)

(9)

(10)

(14)

(13)

(12)

(11)

安濃地域
草生ルート(14)

久居地域
稲葉ルート(1)津市 榊原出

張所

津市 (4)
久居地域
榊原ルート(4)

津市

津市

津市

津市

津市

津市

103日 103回

津市 (3)
久居地域
榊原ルート(3)

八知山
三重中央
医療セン
ター

久居総
合支所
前

往 26.0ｋｍ
103日 51.5回

久居総
合支所
前

往 21.7ｋｍ

復 21.7ｋｍ

103日

久居総
合支所
前

三重中央
医療セン
ター

木造７
区集会
所

206日

155日

155日

路線定期運行 ①
「久居総合支所前」
停留所にて
榊原線と接続

③

津市 (2)
久居地域

稲葉ふれあい会館
ルート(2)

稲葉ふ
れあい
会館

三重中央
医療セン
ター

久居総
合支所
前

往 21.6ｋｍ
51日 51回 路線定期運行 ①

「久居総合支所前」
停留所にて
榊原線と接続

③
復 21.6ｋｍ

三重中央
医療セン
ター

路線定期運行 ①
「久居総合支所前」
停留所にて
榊原線と接続

③
復　　　ｋｍ

安子公
会所 ③

復 27.6ｋｍ
51.5回 路線定期運行 ①

「久居総合支所前」
停留所にて
榊原線と接続

芸濃地域
芸濃循環安西ルート

(10)

芸濃地域
芸濃循環明ルート(9)

河芸地域
河芸循環南ルート(8)

河芸地域
河芸循環北ルート(7)

久居地域
野村ルート(6)

芸濃総
合支所

中町
芸濃総
合支所

河芸総
合支所

近鉄千里
駅、近鉄
豊津上野
駅

河芸総
合支所

河芸総
合支所

近鉄千里
駅、伊勢
鉄伊勢上
野駅

河芸総
合支所

久居総
合支所
前

三重中央
医療セン
ター

久居総
合支所
前

往 26.7ｋｍ

復 26.7ｋｍ

往 13.3ｋｍ

復 13.3ｋｍ

往 18.9ｋｍ

循環

往 22.5ｋｍ

循環

往　18.2ｋｍ

循環

往　15.9ｋｍ

循環

往　20.5ｋｍ

循環

往 29.4ｋｍ

循環

往　15.9ｋｍ

循環

芸濃総
合支所

市場、中
町

往 19.9ｋｍ

循環

サンヒル
ズ安濃

曽根橋バ
ス停前

103日

206日

206日

206日

サンヒル
ズ安濃

サンヒル
ズ安濃

曽根橋バ
ス停前

サンヒル
ズ安濃

芸濃総
合支所

市場、中
町

芸濃総
合支所

芸濃総
合支所

中町
芸濃総
合支所

芸濃総
合支所

103日

103日

412回

360回

824回

824回

824回

618回

828回

828回

103回

103回

103日

③
「曽根橋バス停前」
停留所にて
安濃線と接続

①路線定期運行

③
「中町」停留所にて椋本線、
「市場」停留所にて安濃線
と接続

①路線定期運行

路線定期運行 ①
「中町」停留所にて椋本線、
「市場」停留所にて安濃線
と接続

③

③
「中町」
停留所にて
椋本線と接続

①路線定期運行

路線定期運行 ①
「中町」
停留所にて
椋本線と接続

③

③
「近鉄千里駅」
停留所にて
津太陽の街線と接続

①路線定期運行

③
「近鉄千里駅」
停留所にて
津太陽の街線と接続

①路線定期運行

路線定期運行 ①
「久居総合支所前」
停留所にて
榊原線と接続

③

③
「久居総合支所前」
停留所にて
榊原線と接続

①路線定期運行

③
「曽根橋バス停前」
停留所にて
安濃線と接続

①路線定期運行



（注）

１．区域運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域を記することとし、「系統キロ程」について記載を要しない。

２．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

３．「再編特例措置」については、地域公共交通再編実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載する。

４．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行の別を記載すること。

５．「接続する補助対象地域間幹線系統等と接続確保策」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークと、どのように接続を確保するかについて記載する。

６．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。

(19)

(18)

(16)

(15)

美杉地域
丹生俣ルート(5)

美杉地域
丹生俣ルート(4)

美杉地域
川上ルート(2)

美杉地域
川上ルート(1)

(17)
美杉地域
川上ルート(3)

三重交通（株）

三重交通（株）

三重交通（株）

三重交通（株）

三重交通（株）

三重交通（株）

（株）一志運輸 (26)
一志地域
高岡ルート(2)

とことめ
の里一
志

川合高岡
駅、一志
総合支所

とことめ
の里一
志

往 13.9ｋｍ
154日 616回 路線定期運行 ① 波瀬線 ③

復 13.9ｋｍ

美里地域
長野・高宮ルート(6)

一志地域
川合ルート(1)

美里地域
辰水ルート(9)

美里地域
辰水ルート(8)

美里地域
長野・高宮ルート(7)

(25)

(24)

(23)

(22)

(21)

（株）一志運輸

三重交通（株）

三重交通（株）

三重交通（株）

往 23.3ｋｍ

復 23.4ｋｍ

竹原
往 27.3ｋｍ

復 27.4ｋｍ

往 31.1ｋｍ

復 31.2ｋｍ

マックス
バリュ
（川口
店）

竹原、一
志病院

一志病
院

美杉総合支
所前、竹原

一志病
院

エーコープＪ
Ａみすぎ店
前、美杉総合
支所前、一志
病院

川上
往 27.1ｋｍ

復 27.2ｋｍ
366日

とことめ
の里一
志

川合高岡
駅、一志
総合支所

姫路集
会所

湯の瀬

辰水農協前、
稲葉口、美里
総合支所、美
里総合支所
前

美里総
合支所

湯の瀬
辰水農協前、
稲葉口、美里
総合支所

美里総
合支所

湯の瀬

美里総合
支所、美
里総合支
所前

平木

湯の瀬
美里総合
支所

平木

往 11.3ｋｍ

復 11.3ｋｍ

往 15.9ｋｍ

復　　　ｋｍ

往　　　ｋｍ

154日

257日

257日

257日

257日

366日

366日

366日

マックス
バリュ
（川口
店）

復 16.0ｋｍ

往 25.2ｋｍ

復      ｋｍ

往　　　ｋｍ

復 25.2ｋｍ

丹生俣

366日
伊勢奥
津駅

川上
往 4.8ｋｍ

復 4.8ｋｍ

丹生俣

川上

616回

514回

385.5回

514回

385.5回

732回

732回

366回

366回

732回

③
「竹原」停留所ほか
にてＪＲ名松線と接続
（過疎地域等）

②-（1）路線定期運行

路線定期運行 ②-（1）
「竹原」停留所ほか
にてＪＲ名松線と接続
（過疎地域等）

③

③
「伊勢奥津駅前」停留所
にてＪＲ名松線と接続
（過疎地域等）

②-（1）路線定期運行

路線定期運行 ②-（1）
「竹原」停留所ほか
にてＪＲ名松線と接続
（過疎地域等）

③

路線定期運行 ①
「稲葉口」
停留所にて
長野線と接続

③

③
「稲葉口」
停留所にて
長野線と接続

①路線定期運行

③
「竹原」停留所ほか
にてＪＲ名松線と接続
（過疎地域等）

②-（1）路線定期運行

③
「一志総合支所」
停留所にて
波瀬線と接続

①路線定期運行

路線定期運行 ①
「稲葉口」停留所にて長野
線、「辰水農協前」停留所
にて穴倉線と接続

③

③
「稲葉口」停留所にて長野
線、「辰水農協前」停留所
にて穴倉線と接続

①路線定期運行



表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域の内訳

　地域公共交通網形成計画、地域公共交通再編実施計画の策定年月日及び算定式適用開始年度

（※参考）

(※) 省略可。

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

（２）添付書類
１． 人口集中地区以外の地区及び交通不便地域の区分が分かる地図
（ただし、全域が交通不便地域となる場合には省略可）

算定式 国庫補助上限額

策定年月日

平成２７年３月３１日

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が上記３．に掲げる法律（根拠法）に基づき
地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村名等を記載すること。
また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域が存在する場合には、該当する区域
名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」と
記載すること。

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定す
る交通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を
基に記載すること。
※なお、実施要領等で別に定める場合は、それによること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当し
ない地区の人口を記載すること。

「交通不便地域」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ロ②（１））に記載のある過疎地域の人口及び交付
要綱別表７（ロ②（２）（実施要領の２．（１）⑭））に基づき地方運輸局長等が指定する
交通不便地域の人口の合計（重複する場合を除く）を記載すること。

算定式適用開始年度

平成２９年度

計画名

津市地域交通網形成計画

対象人口

協議会において承認を得る必要があるなど、自治体の必要性に応じて記載可。なお、記載する場合の適用算定式にお
いては平成31年度(令和元年度)における地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金に係る国庫補助上限額の通知
（令和元年6月25日付国総支第9号）の算定式を用いること。

対象人口×１５０円＋２５０万円 24,412,000円146,085人

4,237 美杉地域 過疎地域自立促進特別措置法

市区町村名 津市

人　口

人口集中地区以外 146,085

交通不便地域 4,237

人　口 対象地区 根拠法
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地域公共交通確保維持改善事業の概要（地域内フィーダー系統補助） 

地域特性や実情に応じた最適な生活交通ネットワークを確保・維持するため、幹線バス等の 

地域間交通ネットワークと密接な地域内バス交通・デマンド交通の運行について支援する国 

の補助制度 

１ 補助対象事業者 

    一般乗合旅客自動車運送事業者、自家用有償旅客運送者又は地域公共交通活性化・再 

生法に基づく協議会 

２ 補助対象経費 

    補助対象系統に係る経常経費から経常収益を控除した額の１／２ 

【実績】平成２８年度 ３２７０.０千円 

平成２９年度 ２５７１.４千円  

          平成３０年度 ２４３１.２千円 

          平成３１年度 １４２７.１千円（申請額） 

３ 主な補助要件 

   ・補助対象地域間幹線バス系統等へのアクセス機能を有するものであること 

   ・乗車人員が２人／１回以上であること。（定時定路線型の場合に限る）（平成３０年度～） 

４ 計画策定から事業評価までの流れ 

（令和２年度事業） 

R 元年６月末     R 元年１０月         Ｒ２年１０月 Ｒ２年１２月 Ｒ３年２月 

計画認定申請           事業実施期間       事業評価   ２次評価 

                    （10/1～9/30）               （第３者評価）  

資料４参考


